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4 月 12 日（金）に、第 111 回規格会議が東海大学校友会館（霞が関ビル）において開催さ

れました。 
今回は標準規格の策定 1 件、改定 5 件、技術資料の改定 4 件、及び規格会議関連規定類の

改正が提案のとおり決議されました。 
本規格会議において決議された議案の概要は以下のとおりです。 

  

 
      

 
No. 規格等番号 規格名等 概要 

1 
ARIB 

STD-T106 
2.0 版 

構内無線局 陸上移動

局 920MHz帯移動体

識別用無線設備 
標準規格 

本標準規格は、電波法施行規則第 14 条、関係

告示・昭和 61 年第 378 号（改正 告示・平成 29
年第 284 号）に規定される構内無線局の用途等

のうち、移動体識別（無線設備が、応答のため

の装置（無線設備から発射する電波により作動

し、その受信電力の全部又は一部を同一周波数
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No. 規格等番号 規格名等 概要 
帯の電波として発射する装置をいう。以下「応

答器」という。）から発射された電波を受信する

ことにより行う移動体の識別をいう。）用であっ

て、無線設備規則第 49 条の 9 第 1 号に規定され

た 916.7MHz を超え 920.9MHz 以下の周波数の

電波を使用する無線設備について規定したもの

です。 
今回の改定は、920MHz 帯高出力型パッシブ

系電子タグシステム（1W 構内無線局）において、

ハンディ型の構外利用やイベント等の屋外にお

ける様々な用途利用のニーズに応えるために行

われた総務省の制度整備に対応して、新たに構

外利用を可能とする陸上移動局に関する規定を

追加するものです。 
なお、周波数共用を図るため新たな陸上移動

局（登録局、免許局）の技術基準は構内無線局

（登録局、免許局）と同じです。 

2 
ARIB 

STD-T108 
1.3 版 

920MHz 帯テレメー

タ用、テレコントロー

ル用及びデータ伝送

用無線設備 標準規格 

本標準規格は、電波法施行規則 第 16 条（改

正 平成 29 年総務省令第 62 号）（関係告示・平

成 6 年第 405 号、改正 平成 29 年第 288 号）

に規定される陸上移動局の用途等のうち、テレ

メータ用、テレコントロール用及びデータ伝送

用であって、無線設備規則第 49 条第 34 号に規

定された 920.5MHz 以上 923.5MHz 以下の周

波数の電波を使用する無線設備（第 1 編：簡易

無線局）、及び、電波法施行規則第 6 条（改正 平
成 29 年総務省令第 62 号）、関係告示・平成元年

第 42 号（改正 告示・平成 29 年第 285 号）に規

定される特定小電力無線局の用途等のうち、テ

レメータ用、テレコントロール用及びデータ伝

送用であって、無線設備規則第 49 条の 14（改正 
告示・平成 29 年第 286 号）に規定された

915.9MHz 以上 929.7MHz 以下の周波数の電波

を使用する無線設備（第 2 編：特定小電力無線

局）について規定したものです。 
今回の改定は、920MHz 帯アクティブ系小電

力無線システム(20mW 特定小電力無線局)にお

いて、マルチホップ通信や高頻度、大量の情報

収集などの多様な利用形態に対応するために行

われた総務省の制度整備を受けて、送信時間制

限の緩和を行うものです。具体的には、マルチ

ホップ通信を行うスマートメーター等でセキュ

リティ対策や機能追加のためのファームウェア

更新にかかる時間の短縮、河川観測システム等

で災害時における各種情報の詳細化、収集頻度

の向上等へのニーズに対応するため、複数の

チャネルを切替え利用する場合は送信時間制限

を緩和いたします。 
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No. 規格等番号 規格名等 概要 

3 
ARIB 

STD-T118 
1.2 版 

時分割・直交周波数 
分割多元接続方式 
デジタルコードレス 
電話用無線設備 
標準規格 

本標準規格は、無線設備規則第 49 条の 8 の 2
の 3 に規定される時分割・直交周波数分割多元

接続方式デジタルコードレス電話(sXGP 方式)に
ついて規定したものです。 
今回の改定は、sXGP 方式自営網の普及拡大に

伴い、子機が異なる親機圏内に移動したり所属

する親機圏内に復帰するケースが増大します

が、こうした場合の接続を安定かつ円滑に行う

ために、子機の識別符号に加え網識別のための

親機の識別符号に関する規定を追加するととも

に、自網外の子機に対する接続拒否理由値に係

る規定を追加するものです。。 
併せて、親機の識別符号の付与方法及び管理

方法についても、ガイドラインに追記します。 
 
sXGP：shared eXtended Global Platform 

4 
ARIB 

STD-T119 
1.1 版 

200MHz 帯広帯域 
移動無線中継通信用

無線設備（可搬型） 
標準規格 

本標準規格は、無線設備規則第 49 条の 30 に
規定される 200MHz 広帯域移動無線通信を行う

無線局のうち多段中継（海上利用を含む）機能

を有する可搬型の公共用広帯域移動無線中継通

信設備に関するもので、無線設備の技術的条件

のほか、物理層（PHY）、メディアアクセス部

（MAC）及び無線ネットワーク制御層（RNC）

等について規定しています。 
今回の改定は、誤記訂正、明確化のための記

載の追加・変更等を行うものです。 

5 
ARIB 

STD-T120 
Ver.1.20 

IMT Systems based 
on 3GPP 
Specifications 
ARIB STANDARD 

本標準規格は、3GPP（Third Generation 
Partnership Project）の技術仕様に基づく国際

標準規格 IMT Systems（International Mobile 
Telecommunications Systems）に関するもの

で、無線アクセス、コアトランスポートネット

ワーク、コーデック、セキュリティ、サービス

機能などのシステム仕様を規定するものです。 
第 110 回規格会議（2019 年 1 月開催）におい

て、3GPP が 2018 年 9 月までに更新したリリー

ス 8 からリリース 15 までの技術仕様を基に、新

た に IMT Systems based on 3GPP 
Specifications（ARIB STD-T120 Ver.1.10）と

して改定されました。 
今回の改定は、2018 年 12 月までに 3GPP が

更新したリリース 8 からリリース 15までの標準

規格を反映するものです。 

6 
ARIB 

TR-T23 
Ver.1.20 

IMT Systems based 
on 3GPP 
Specifications 
ARIB Technical 
Report 

本技術資料は、3GPP（Third Generation 
Partnership Project）の技術仕様に基づく国際

標準規格 IMT Systems（International Mobile 
Telecommunications Systems）に関するもの

で、要求条件や今後の規格策定に必要となる技
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No. 規格等番号 規格名等 概要 
術情報を記載したものです。 
第 110 回規格会議（2019 年 1 月開催）におい

て、3GPP が 2018 年 9 月までに更新したリリー

ス 8 からリリース 15 までの技術仕様を基に、新

た に IMT Systems based on 3GPP 
Specifications（ARIB TR-T23 Ver.1.10）として

改定されました。 
今回の改定は、2018 年 12 月までに 3GPP が

更新したリリース 8 からリリース 15までの技術

資料を反映するものです。 

7 
ARIB 

TR-B39 
2.1 版 

高度広帯域衛星 
デジタル放送運用規

定 技術資料 

本技術資料は、高度広帯域衛星デジタル放送

の伝送方式による超高精細度テレビジョン放送

の放送局での運用並びに受信機の機能仕様に関

し規定したものです。 
今回の主な改定は、新 4K8K 衛星デジタル放

送のマルチメディアサービスの拡充や今後にお

いて運用が想定される事項への対応のため、字

幕・文字スーパーの解像度に関する明確化、文

字囲みの運用に関する明確化、音声モード切替

に関する改定及び階層変調の構成例の追記を行

うものです。 

8 
 

ARIB 
STD-B74 

1.0 版 
 

映像・音声・データ個

別ストリーム形式 
番組制作用 IP インタ

フェースにおける

ARIB STD-B73 で規

定されるデータ構造

を持つ RTP ストリー

ムの運用 標準規格 
 

本標準規格は、番組制作用 IP インタフェース

上でエッセンス（映像・音声・補助データ）を

伝送する際に、ARIB STD-B73 で規定される

エッセンス単一ストリーム方式のデータ構造を

持つ RTP ストリームを、国際標準化されている

SMPTE ST 2110-10 に準拠するエッセンス個別

ストリーム形式の IP インタフェース上で伝送す

るための規格であり、システムタイミングモデ

ル、トラフィックシェープモデル等について規

定するものです。 
番組制作用 IP インタフェースのデータ構造や

運用については、国際的には SMPTE を中心に

エッセンス個別ストリーム形式を基本とした

ST2110 規格群の策定が進められています。この

ため、既に規格化・実用化されている ARIB 
STD-B73 にもとづく RTP ストリームを、

SMPTE ST2110規格群において扱えることが重

要です。 
 
RTP：Real-time Transport Protocol  
SMPTE ST2110-10： “Professional Media 

Over Managed IP Networks : System Timing 
and Definitions” 
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No. 規格等番号 規格名等 概要 

9 
ARIB 

TR-B36 
1.2 版 

超高精細度テレビ

ジョン番組制作用

ディスプレイの色域

包含率計算法 
技術資料 

本技術資料は、超高精細度テレビジョンスタ

ジオ規格 STD-B56 で規定される色域に対して、

超高精細度テレビジョン番組制作用ディスプレ

イの色域包含率を計算及び表記するためのガイ

ドラインを記載したものです。 
今回の改定は、高ダイナミックレンジ映像を

用いた映像制作の一般化に伴いカラーサイエン

スの世界で色域包含率の評価方法として主流と

なりつつある体積包含率と、産業界で広く普及

している面積包含率の相関が重要視されてきた

ことを踏まえ、3 原色の面積包含率に比べて相関

の低い多原色の面積包含率に関する記載の削除

を行うとともに、関連する参考文献の追加と記

載の明確化を行うものです。 

10 
ARIB 

TR-B45 
1.1 版 

テレビジョンカメラ

の感度・信号対雑音比

測定法 技術資料 

本技術資料は、デジタル出力のみを備えるテ

レビジョンカメラの普及と統一されたデジタル

測定法が定められていないことを踏まえて、感

度及び信号対雑音比のデジタル測定法及び表記

方法を記載したものです。 
今回の改定は、テレビジョンカメラの信号対

雑音比と解像度特性はトレードオフの関係があ

り高ダイナミックレンジ映像を用いた映像制作

の一般化に伴い信号対雑音比は高いが解像度特

性が劣るカメラとその逆の特性を持つカメラを

比較する方法が必要となってきたことを踏ま

え、異なる性能・仕様のテレビジョンカメラを

統一された条件下で評価を行えるように、ARIB 
TR-B41 に基づいて測定した解像度特性を同一

に調整した状態で信号対雑音比を測定する手順

を追加するものです。 

11 ― 規格会議関連規定類

の改正 

（一社）電波産業会規定類の西暦表記につい

て、第 9 回定時総会で規格会議規定等について

改正が予定されていることから、規格会議関連

規定類について西暦表記対応を行います（書式

の変更、又は日付の読み替え）。 
       

       
4 月 10 日（水）、公益財団法人通信文化協会の主催により、第 64 回前島密賞贈呈式が東京

大手町の日本郵政グループ本社前島ホールで開催されました。前島密賞は情報通信・放送に関

するサービス提供、研究開発、文化の新興・発展に関して特段の功績があった方々に授与され

る伝統ある賞です。今回は 14 件、22 名・1 団体に前島密賞が贈呈されましたが、このうち当

会の推薦により、「テラヘルツ波無線伝送技術の研究開発」の共同研究を行った、矢板 信 氏
（古河電気工業(株)）、中舍 安宏 氏（(株)富士通研究所）、笠松 章史 氏（(国研)情報通信研究

第 64 回前島密賞贈呈式が開催される 
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機構）の 3 名が受賞されました。この共同研究は、2017 年に当会の第 28 回電波功績賞の代

表理事表彰を受賞したものです。 
贈呈式では、主催者として通信文化協会理事長 斎尾 親徳 氏から挨拶があった後、前島密

賞の贈呈が行われ、来賓として総務省総務審議官 鈴木 茂樹 氏からの祝辞、受賞者代表とし

て元 日本電信電話株式会社 代表取締役社長 三浦 惺 氏からの挨拶がありました。 
 

  
贈呈式 矢板 信 氏 

  

  
中舍 安宏 氏 笠松 章史 氏 

 
 
       

第 260 回業務委員会を開催しましたので、その概要をお知らせいたします。 
 
1 日時：2019 年 4 月 10 日（水）15 時 30 分から 16 時 45 分まで  
2 場所：当会第 2 会議室 
3 議題： 

(1) 第 9 回定時総会等の予定について 
(2) 定款変更の素案（案）について 
(3) 2018 年度照会相談業務の実施状況について 
(4) 第 111 回規格会議の開催について 
(5) 電波の日記念講演会の開催のご案内 
(6) 2018 年度 APT 研修の実施について 
(7) 各社からのトピックス 
(8) その他 

 

第 260 回業務委員会を開催 
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4 月 16 日（火） 高度無線通信研究委員会総会 
4 月 16 日（火） 素材伝送開発部会 準マイクロ波帯 FPU 検討 TG 
4 月 16 日（火） 規格会議 第 38 作業班 
4 月 17 日（水） 固定系無線将来展望調査研究会 作業班 
4 月 17 日（水） 規格会議 UWB 作業班 
4 月 17 日（水） スタジオ設備開発部会 HDR 番組制作・運用 AdHoc 
4 月 18 日（木） 第 166 回電波利用懇話会 
4 月 18 日（木） スタジオ設備開発部会 スタジオ映像作業班 
4 月 19 日（金） デジタル放送システム開発部会 宅内光配信方式検討アドホック 

  
      
参加を予定している会合はありません。 

  
 
 
 
 

  
総務省は、4 月 10 日（水）、第 5 世代移動通信システムの導入のための特定基地局の開設計

画の認定について、電波監理審議会に諮問したところ、原案を適当とする旨の答申を受けまし

た。これを踏まえ、条件を付した上で、それぞれの申請者の開設計画に対して、周波数を指定

して認定を行う予定です。 
  

詳細については【平成 31 年 4 月 10 日の総務省報道資料】をご覧ください。 
   

 
 

           
情報通信審議会 情報通信技術分科会 陸上無線通信委員会は、「次世代高効率無線 LAN の

導入のための技術的条件」について、平成 31 年 1 月 19 日（土）から同年 2 月 21 日（木）ま

での間意見募集を行い、提出された 9 件の意見及び意見に対する考え方を公表しています。 
  

詳細については【平成 31 年 4 月 1１日の総務省報道資料】をご覧ください。 
  

今週の ARIB 内会合（4 月 15 日～4 月 19 日） 

今週の国際会合（4 月 15 日～4 月 19 日） 

〠100-0013 東京都千代田区霞が関一丁目4番1号 日土地ビル11階 
                TEL 03-5510-8590  FAX 03-3592-1103 
                https://www.arib.or.jp  E-mail arib_news@arib.or.jp 

陸上無線通信委員会報告（案）に対する意見募集の結果 
－「小電力の無線システムの高度化に必要な技術的条件」のうち  

「次世代高効率無線 LAN の導入のための技術的条件」－ 
【平成 31 年 4 月 11 日発表】 

 

第 5 世代移動通信システムの導入のための特定基地局の開設計画の認定 
【平成 31 年 4 月 10 日発表】 

 

http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01kiban14_02000378.html
http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/02kiban12_04000248.html

